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ウィリアム・ H ・スワードと海洋帝国構想

William H. Seward and the Idea of the Empire of the Seas 

山田義信*

要約 スワード国務長官は太平洋に基地を得て，それをつないで常設航路を作り，東アジアに

進出してそこで通商指導権を得たいと考えた このような帝国主義的活動の実態は南北戦争中

になかったと一般に考えられている スワードは南北戦争直後にロシアからアラスカを購入し

たが，南北戦争中に帝国主義志向がなくて何故これが可能だったと言えるのだろうか アラス

カ購入はまた，アメリカが北米以外の地域に進出するための布石になっているのではないだろ

うか

キーワード スワード論

はじめに

「アメリカの大陸帝国から海洋帝国への展開そ

のものは 19世紀になされるのであるが，海洋帝国

の構想は早くから存在していた A' ハミルトン

がすでに海洋帝国の構想をもっていたが，第 6 代

大統領 J' Q ・アダムズの場合も，彼なりの海軍

の整備計画と通商帝国の構想、をもっていたJ(1). 

アメリカ帝国主義の先駆者と言えば第 3 代大統

領ジェファソンの他に，南北戦争時の連邦国務長

官スワード (William Henry Seward) のように，

海外市場を獲得しようとする点では初代財務長官

ハミルトン (Alexander Hamilton) (2) 及びJ.Q. ア

ダムズであろう.だが，彼らの時期にアメリカは

未だ太平洋に接していなかった.1850年，カリフォ

ルニアが州に昇格したことによって，アメリカは

太平洋進出を現実問題として捉えなくてはならな

くなった.

スワードはアメリカ帝国主義の実質的先駆者で

あると捉える スワードが直面したその頃の彼の

狙いを道破すれば太平洋制覇となるであろう.ア

メリカは今日で言う本土48ナ1'1分を確保した後，太

平洋に進出したかった 即ちハワイ，ミッドウェ
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イなどを獲得して拠点となして東アジアに手を伸

ばしたかった アメリカの南北分裂もなく内戦も

ない状態でスワードが国務長官であったならば，

この事業に専念できたはずであるー

南部が分離すればヨーロッパ列強はアメリカに

干渉し彼らは南部が独立したら成立したその新

国家を支配下に置くのは明白であった そうなる

とアメリカはカリブ海にもパナマ地峡にも進出で

きず，西半球に進駐した英・仏などが太平洋進出

の主導権を握る .

スワードは広大な植民地を経営することなど優

先していない. I彼が思い描いた帝国とは大いに

商業的であったので，それは常設航路のアメリカ

支配権を助成するような 基本的に戦略的な位置

にある少量の新地域(基地)の獲得を求めたJ(3)

またスワード国務長官の外交政策活動が主に内戦

中に実施されたので，先行研究の中に，その時期

に海洋帝国の実態はなかったと読み取れる部分が

ある.そうであるならばアラスカ購入が或る日突

然降って沸いたことになってしまわないであろう

か.本稿はアラスカ購入などが内戦中にも準備・

検討されていたと見なし スワードの南北戦争時

外交が彼の海洋帝国構想を基礎にしていることを
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検証するのを目的とする

1.アメリカ帝国の統一・完成

アメリカが独立国家となってから「膨張主義

(Expansionism) J の勢いは強力であった 1783年

から 70年間 ， アメリカ人は北米大陸に領土を拡張

し続け ， 西半球は彼らの影響の範囲だと主張して

太平洋岸へ向かい ， 1853年に今日で言う本土48川

分の300万平方マイルの領土を掌中にした (4) ア

メリカは既に 1851年~ 53年にはベーリング海に

進出していた . 続いて彼らは太平洋に乗り出した目

ペリー (Matthew Calbraith Pe汀y) が日本に来航

したのも 1853年である 捕鯨業の都合上で寄港地

が必要だ、ったことは周知のことであるが，彼の訓

令から見ればアメリカ人遭難者の保護，食料， 7](, 

燃料の確保が目的であった.しかしアメリカは

太平洋から西回りで東アジアに進出したいと願っ

ていた これは膨張主義が終わるどころか更に西

方にその矛先を向けるのが，いよいよこれからと

いう段階に入ったことの証左であった.彼らは当

時の日本人が懸念したような他国の植民地化を求

めたのでなく，主に彼らの商業上で重要な貿易

jレートの管理を求めたために， ヨーロッパ列強と

の利害によって張り合ったのである.

西半球で合衆国に対する最も強い競合国はイギ

リスであった . そして競合国であると同時に，南

北戦争が始まる前までに両国は，お互いが良き協

力者としても少しずつ地歩を固めつつあった目イ

ギリスの中国貿易が定着していて，東アジアを閲

歩する上で航海の安全確保のため，その頃に彼ら

は日本を寄港地にすることを考えていた.フラン

スはルイジアナをアメリカに売って領土を喪失し

た後， 19世紀後期に入って第二帝政皇帝ナポレオ

ン三世 (Napoleon rn Charles Louis-Napoleon 
Bonaparte) (5) が成功するかしないかは別にして西

半球に博打的な進出を図り，テキサス， メキシコ

を復活させようと試み，パナマ地峡，太平洋，ア

ジアで英・米と張り合った イギリスの出方次第

ではカナダに脅威が及ぶことは常識として考えら
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れていた 1812年戦争でさえカナダ領有が戦争目

的の l つだった.

1845年のアメ リカ大統領選挙で当選した民主党

のジェームズ・ポークは「北緯54度40分か戦争

か」の選挙スローガンを掲げ， アメリカ国境ま

での領土拡張を認めねば対英戦争も辞さぬとの

戦闘体制を露わにし大陸全体への合衆国の膨

張こそ「明白な天命」であるとの主張が声高に

叫ばれ始める.イギリスにとって幸いにも ，ア

メリカは 1846年から対メキシコ戦争にはいり，

ポークの公約は実行不可能となった.英米は同

年 6 月にオレゴン条約(山岸， r南北戦争(以

下同様).1， 1972, 71-72頁)を締結して，北緯

49度線の国境をロッキー山脈から太平洋まで延

長し， ヴァンクーヴァー島はイギリス領とする

ことが合意される (6)

ここに登場するポーク(James Knox Polk) (7) を

帝国主義の元祖と見なす考え方もある 「ポーク

の功績は，フランスからルイジアナを購入して合

衆国領土を倍加したジェファソンの功績を上回る

ものがあり，ポークこそアメリカ帝国の真の建設

者と言わなければならないJ (8) また同一文献の

中に， Iポークこそ，まさに歴代大統領の中で最

も熱心な膨張主義者であり ， 彼の積極的な政策に

よって合衆国は，後日，世界列強として活動する

基礎を確立したのである J (9) とも記されていて，

この考え方もあながち間違いではないことであろ

っ

しかし明白なる天命が膨張主義のスローガン

になる前にアメリカの指導者の中で特にスワード

は，全ての北米，全く 同様に南米， そして同じ く

カリブ海諸島を含めた合衆国の拡張構想、を抱いて

いた . 彼の拡張構想、はそれに留まらず更なる視野

を持った それは多分に彼の海洋帝国構想によっ

て形作られていた. 即ち彼は長年に亘りアメリカ

帝国の有望性.潜在性，永続性を激賞し，カナダ，

カリブ海，キューパ，中央アメリカ，メキシコ ，



ハワイ，アイスランド， グリーンランド，太平洋

の島慎に及ぶ巨大で統合されたアメリカ帝国を心

に思い描いていた (10) 1850年 3 月 11 日 ， 合衆国

の将来について彼は上院で演説してこの指針を明

確にしたー 本稿の中核になる海洋帝国の部分を示

す.

これほど素晴らしい帝国の席を有する世界はな

い . 同時にそれは温帯の様々な気候全てを有し，

人口過密のヨーロッパの国々に向けて大西洋岸

に必需品を提供する広く延びて横たわる湖と長

い支流を持つ河川を包含する 同時に太平洋岸

でそれはインドの通商を奪取する. もし，更に

道徳的活力を授かり，大きな事業の達成に適応

して，彼らの特質と事情に適合された政府に支

援されるならば，このように位置づけられ，森

林，鉱物そして農業資源を満喫する無類の国家

は，唯一真の帝国である海洋の帝国を支配する

に違いない

我々は人間科学 ・ 芸術の全ての場所に聞いてい

る肉体的・知的活力，勇気，想像力，冒険心， 我々

の聞に普及する教育制度を受け継いできたと主

張しでもよいと考える

人間の熱情を抑えて恋意的権力の厳しい鍛錬の

下で，人類の見習期に対して旧世界と過去は神

の摂理によって割り振られた理性と判断への

恭順の中で作動する自治政府の進展に伴って ，

新世界と未来は人類の成熟期のために約束され

てきたように見える

大西洋側の諸州は彼らの商業，社会，政治的親

近感， 共感をとおして着実に連邦政府とヨー

ロッパとアフリカの社会組織を改正している.

太平洋側の諸川はアジアにおける同様の極致と

善意の機能を必ず果たさねばならない (Bak民

1853, p.57. を著者翻訳) (11) 

この演説は「憲法より以上の法(神が定め給う

た自然法)がある 」 と彼が述べたことで記憶に留

められる.演説の主題は奴隷制度の扱いを含めた
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合衆国の今後の展望であった 彼はこの中で，大

西洋岸の州がヨーロッパやアフリカに為す役割と

同様， 太平洋岸の州、|はアジアにおける善意のある

機能を果たさねばならないと示唆した スワード

は大陸の外の領土の拡大ではなく，商業と投資の

保護と開発のために必要な基地と貿易ルートの獲

得を説いた 一方で、彼は囲内の経済的拡大は海外

での膨張にとって必要不可欠であると考えた.彼

は国が経済的に健全で、あると共にアメリカ帝国の

統ーを確かなものにするため，中央アメリカを横

切る運河，アジアの市場を結びつけるアメリカの

大陸横断鉄道の早急な建設，通信を迅速にするた

めの岸から岸への電信線システムの確立，安価な

公共土地政策，海運会社の政府援助，自由な移民・

帰化の法律を望んだ、 (12) 彼はアメリカの経済と

アメリカの海外通商について雄弁に語り，合衆国

商人，通商代理人，外交官は世界中にアメリカン

システムの原理と概念を広めると予言した (13)

本来のスワード外交において ， アメリカ帝国を

維持，拡張，安堵することを目的とする 「アメリ

カ帝国の統一 ・ 完成J が即ち彼の目的であった .

しかし彼は時勢の流れで南北戦争時の外交におい

て権力を行使する羽目に陥った.分離の少なくと

も 5 年前から南部連合独立の動きは進行しそれは

現実になった 南部外交政策の基礎を成す計画，

論理，戦略は周知の如き次の破壊的出来事の進捗

に伴って進化した. 即ちそれは，カンザスーネプ

ラスカ法案 (Kansas-Nebraska act) (1 4) , ドレッド・

スコット裁定 (Dred Scott case) (15) ，ジョ ン・ ブ

ラウンの襲撃(JohnBrown's raid) (16). 民主党の分

裂，共和党の勝利(山岸， 1972, 160-164頁) ，そ

して結果として 1860年から 1861年にかけた冬の聞

に ， 連邦からサウスカロライナが分離したのを皮

切りに起こった連邦の分裂であった 北米大陸を

覆う戦争の暗雲は長 く 伸びていった そして英・

仏政府の最初の反応は苛立ちと防御であった彼

らは権力を行使すべきかどうかをしばらく眺めて

待つしかないと判断した (17)

1860年に共和党大統領候補者即ちリンカンが当
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選したことは国家の災患の前触れであった 南部

連合は国際的な地位の弱さを早期には認めていな

かった.北部が巨大な商業力を持っていて，当時

の国際的水準の圧力がかかっても適応可能なこと

に南部は気づくべきであった 英・仏は民族主義

と独立の動向の彼らの表面的評価は別にして，合

法性を吟味して干渉に踏み切る可能性があった

しかし承認の要求のためヨーロッパ列強の支援を

必要としたのは連邦ではな く南部連合の方であっ

た.

2. 墓地と常設航路を求めたスワード

1898年の時点から合衆国政府は外交関係におい

て時として「大いなる逸脱 (GreatAberration :ア

メリカの植民帝国の獲得のことを指す)J (I 8) と

呼ばれる新しく急進的な方向を取り始めた.アメ

リカ人は建国当初より大陸が太平洋に接するま

で，それを完全に満たす膨張政策を推進した

1898年の米西戦争以降彼らの興味は非隣接地域

(西半球より外の領域)の獲得に向けられた そ

して 1900年に門戸開放通達をしてアメリカも世界

の強国入りすることを示威した

大陸での膨張主義と海洋での帝国主義を区別す

る必要はないが，膨張主義は厳格な分別もなく他

国と競い合って広大な地域を獲得することのよう

な印象を与える.スワードは「膨張主義者の権化J

と見なされることもある (19)ー海洋帝国構想の基

本的課題は太平洋上における基地の獲得であった

が，根本的理由は帆船の時代が終わって蒸気船が

航海するために燃料の石炭を補給する必要性が生

じたためである 目標は東アジアであるが無制限

にその地域を獲得することではなく，商業船舶が

長い航海をする都合で修理と燃料補給を必要とし

た そのためスワードは，点在する基地，要する

に造船所 (dock) を有する軍港が設置できる狭い

幾つかの場所を獲得し，それをつないで安全に東

アジアに到達できる常設航路 (sea lane) を設定

したかった

スワードが究極的にアメリカは世界の指導固に
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なることを見据えていた点も明言しなければなら

ない 植民地が多ければそのようになれるのでは

なく，必要十分な条件を満たす基地を獲得するこ

との方が重要であると彼は認識したのである.イ

ギリスと権益を競合するために東アジアにおける

通商指導権 (Commercial Hegemony) を掌握しな

ければならなかったので 基地となるのは太平洋

に点在する幾つもの島であった.これを介して東

アジアに到達し易くすることが必要だ、ったのであ

る.

スワードは奴隷制度が拡大される心配のないオ

レゴン准ナ|、ほ北緯54度40分まで伸ばすことを欲し

た 更に太平洋に面した重要な前哨基地になるの

で，たとえ広大な領土になるにしてもアラスカが

欲しかった また，西半球の入り口に位置する重

要な地点になるデンマーク領カリブ諸島を買いた

かったそして太平洋の島l興は当然多く欲しかっ

たのだが，特に必要としたのがハワイ諸島であっ

た (20) キューパについては南部の政治家たちが

早くから獲得しようと試みていた 南部連合が組

織されてからスワードは 南部人の代弁をするか

のようにキューパ獲得を口に出した しかしこ

の狙いは南部連合が連邦に復帰して欲しかったか

らである (21)折角獲得したアメリカの領土が南

部連合国という別の国家になってアメリカの領土

を減らすことなど絶対に認める訳にいかなかった

ので，たとえ南部人に阿訣しょうがそれには代え

られなかっただけで，元々奴隷制度のあるキュー

パなど欲しくはなかったのである，

1861年 3 月 4 日から危機的な 8 年間，国務長官

であったスワードは帝国主義的展望を行動に移そ

うと努力した (22) 彼自身は戦時外交に忙殺され

ていても，内戦中にもかかわらずコリンズ (Perry

McDonough Collins) (23) が通信網の敷設を担当し

て推進した アメリカドルを国際貿易の通貨基準

に据えるため， 1867年 6 月 17 日からパリで開催さ

れた関係会議に代表者として出席したラッグルズ

(Samuel Bulkley Ruggles) (24) は 1830年代からス

ワードの友人であった.



アラスカとカリブ海の島l興の獲得は航路を見据

えれば必然的であった もう I つの必須課題は太

平洋に出るためのパナマ運河の建設であった こ

の間アメリカは西部を開拓して大陸中に鉄道を巡

らし. Iアメリカ方式 (American System) J (25) の

完成に向かつて進んだ. 大陸横断鉄道の建設はア

メリカ方式に必須であっただけでなく，世界にア

メリカ方式を広げようとするスワードからすれば

東部のアメリカ人が太平洋に出るために必須で

あった.

しかし常に気にかかるこれら諸々の懸案事項

が内戦中に棚上げされた訳ではなかった スワー

ドは，中国，台湾， 日本，朝鮮にかかわる外交に

内戦中であっても職務の一環として関与した.こ

の中で特筆すべきは内戦後に締結された「パーリ

ンゲイム条約J (26) であろう これは親中国の駐

中国アメリカ公使パーリンゲイム(Anson

Bur1ingame) の公正性が色濃く出て，それがイギ

リスとは異なるアメリカ的門戸開放政策の基礎に

なった.確かにスワード国務長官はその場に立ち

会って条約作成に携わった.そのため彼がおよそ

30年後の門戸開放政策の先駆けとなったと見なす

ことカtできる.

「明白なる天命 (ManifestDestiny) J (27) はアメ

リカ人の我田引水であるが，彼らは大陸での膨張

を神が下した天命とした スワードはアメリカが

将来のいずれかの日に世界を制覇することはアメ

リカの運命と考えた 1857年の旅行でカナダの独

立を考え，あわよくばカナダから合併を申し入れ

てくるよう期待した (28) また，彼はロシアが将

来アメリカと競合することも既に洞察していた.

スワードは1859年に旅行をしてイギリスの産業 ・

海運業能力を見て，アメリカがその時点でイギリ

スの競合国になると確信した (29)

隣接地域内における膨張ならよいが，そうでな

い(非隣接地域)のは「大いなる逸脱」とされた

時代に，スワードの海洋帝国構想は一歩先を行っ

ていた つまりスワード自身の常識は非隣接地域

に膨張することであり，それまでの常識をもって

山田義信。ウィリアム・ H ・スワードと海洋帝国構想

推し量ってもその価値が分からなかった 1850年

に彼は先ずカリフォルニアを一刻も早く連邦に加

入させるよう示威した (30) カリフォルニアの住

民は奴隷制度を望まなかったので，人民主権

(Popu1er Sovereignty) によって選択されれば自由

州が一つ増えるのは確実で、あった.当時のセク

ションの危機的対立から推量すれば南部諸州の分

離につながる恐れが生じたが，それ以上に彼はア

メリカが太平洋に到達することを願った

スワードは領土的膨張主義者で全世界への膨張

は無限であるとして世界制覇を唱え，非隣接地域

の獲得を狙った政治家と見なされるのは確かであ

る. しかし彼は南北戦争中にいささかの制限を加

えた.上院議員を前にした演説より一般聴衆に向

けた演説は派手で見解も変わったので， 彼の言動

は暖昧で移り気に見えたと言われる (31) このよ

うな彼の政治的テクニックさえ含めて彼の僅かな

言及は繰り返し何度も広まったその結果，スワー

ドの帝国の解釈は単純に無制限な地域獲得であり

徹底した領土的膨張主義者であるとの一般的・固

定的観念を生み出し広まった

彼はカナダが自らアメリカとの併合を求めると

予言した 聴衆に向かつて太平洋北西にあるアラ

スカに注意を喚起させ， ここに定住して実効支配

をすればやがてここは合衆国の前哨基地になると

確信させようとした ロシアがアラスカの経営努

力をするうちはさせておいて，機会が訪れたら獲

得するとまで彼は灰めかしている(32) また，カ

リブ海の入り口に位置し世界の各地域の船舶が最

初に通るという理由によって ， 直ちに欲しかった

デンマーク領セイント ・ トマスとセイント・ジョ

ンの島l興(今日のヴァージン諸島)は，内戦後い

ち早く購入のための条約交渉がなされた 彼の視

界の先に太平洋があったことを理解すれば，ここ

を押さえることは明らかに妥当な行動であった.

南方メキシコにおいては内戦中，テキサス州に隣

接するメキシコの港マタモロスからブラウンズ

ヴイルを介して南部連合に物資が運ばれていたの

で何らかの処置は必要であった. しかしフランス
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がメキシコに進駐していたので当初彼は南北戦争

中にメキシコに目立った干渉をしなかった. 1863 

年にテキサス州ブラウンズヴイルに 5 万人の軍隊

を駐留させて境界線の防衛を図った

3. 目的は通商指導権の獲得

通商をもって膨張する動機は市場支配にある

が， 19世紀のヨーロッパ列強の中でもイギリスが

通商拡大を目指した中心地域は東アジアで，アメ

リカはそのイギリスと競合しなければならなかっ

た.その前に隣接地域での政治的優越性が伴えば

通商の発展も伴うと見とおしたスワードが，先ず

身近な隣接地域つまり西半球の特に北米で足場を

固めることを考えたのは当然の成り行きであっ

た スワードはアメリカの真の目的は世界の帝国

であるために世界の通商を担うことであると主張

した (33) アメリカ人に運命づけられた東アジア

に通商を聞いて権力を広げ市場支配が成就すれ

ば，アメリカは世界を指導する偉大な国家になる

と彼は人々に呼び掛けた (34) スワードと配下の

人々は，通商支配と太平洋の管理を行なうアメリ

カが世界の通商を治め，通商利益に伴って海洋の

自由を確立し国際通商をとおして世界市場を安

定させてアジア文明と西ヨーロッパ文明の混交を

果たし，知的・社会的な進歩と人間社会の再生を

求めようと説いた . そしてスワ ー ドは ， アメリカ

の経済の安定のために外国市場を獲得し，外国と

通商を行い，生産物の相互交換によって富を増し，

アメリカの影響力を世界に広げることが重要で、あ

ると強調した (35)

スワードが脅威としたのは中国での権益を掌握

したイギリスであった.スワードはイギリスを競

合相手と捉えフランスを脅威とまで評価しなかっ

た.イギリス ， ロシアは継続的にアジア貿易で通

商を広げて領土を広げていた 彼はイギリスと競

争するには政府が商人を支援することであると説

きながらも ， 一方で、，アメリカ人にイギリス企業

の成功を賛辞し追従し見習うべき模範であると

述べた (36)
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スワードは通商膨張による指導権の掌握のため

幾つかの計画を提案したそれらは，農民への援

助，大陸横断鉄道建設，電信施設の敷設，太平洋

と北極海の調査，海運会社への補助，世界を航行

できる船舶建造などであった (37) 後にホームス

テッド法 (Homestead Act) (3 8) の成立につなが

ることとして，彼は定住農民のために土地を獲得

することを容易にさせたかった工場労働を行な

わせるために移民を奨励したが，彼らが貿易に必

要な工業産品を生産するための環境を整備するこ

とも必要であった ニューヨークからサンフラン

シスコへの鉄道交通，そして国内電信伝達は国家

統合には不可欠であった.そして太平洋の貿易は

世界の貿易であり通商であった.

広大な植民地は通商指導権を得るために必要な

ことではなかった 植民地を性急に求めたならば

その地域の人民の同意が必要となって経営の苦労

が伴う.結果として通商優位性は， ただでさえ先

を越されていたイギリスに水を開けられたことで

あろう.米西戦争は簡単に終わったが，キューパ，

フィリピンの独立運動は実際に困難さを招いた

既に 1892年 4 月，ホセ・マルティを代表委員とす

るキューパ革命党が創立され，各地でキューパ解

放のための組織化が進行していた.アメリカ海軍

は 1898年 5 月にスペイン艦隊を撃破した. 6 月，

ここから遠く離れた場所でアギナルドはフィリピ

ン共和国宣言をして大統領と名乗った 8 月，フィ

リピンのパルチザン部隊がスペイン軍を破った

このような情勢から 11899年 2 月，アメリカ軍は

フィリピン軍に攻撃を仕かけ，フィリピン人のは

げしい抵抗に直面して，軍隊を 7 万に増員し，

1906年まで侵略戦争をつづけざるを得なかっ

たJ(39) 

このように獲得すべきは，こうした騒動を起こ

す植民地ではなく，東アジアで通商指導権を得る

ために必要十分な狭い基地であった.それを平和

的な交渉によって獲得する.そうすれば軍事制覇

の必要もないし不法な侵略の必要もない目

内戦の勃発によって彼が為そうとしたことは中



断された.内戦さえなければ彼の計画は直ちに実

行に移され得たことであろう . 囲内では移民労働

力の流れによって産業経済活動は活性化されたこ

とであろう . 政府は農民や商人を支援するために

鉄道，電信， 海運の世界的網状組織を作り ， アジ

アにおける通商の機会均等を求めることができた

ことであろう.経済の中心地にニューヨークを据

え ， 強く安定した社会を築いてアメリカを真に偉

大な国家にできたことであろう . スワードがそれ

らのことに専念できたのは「内戦後」の国務長官

在任中の僅かな期間だ、ったのである

4. 米西戦争の布石を打った先駆者

スワード国務長官の最後の仕事として彼は，初

めて合衆国と隣接しない地域(ただし西半球内)

の加入，即ちルイジアナ購入以来の最も大きな加

入となるアラスカ購入を果たしたこれが彼の唯

一の業績とさえ見られる場合もある.彼はアジア

におけるアメリカの地位を維持 ・ 強化しそこで

通商の機会のために門戸を聞くことを狙い，帰趨

としてこのことを為した 成功したアラスカ購入

の経緯は次のとおりである

遠くピーターズパーグにいたロシア皇帝ニコラ

イ二世にとってアラスカはあまり価値がなかっ

た . そこでカナダ西部を狙っているアメリカに

売ったほうがよいと考え， 1866年末に500万ドル

以上なら売ると提案した.この情報を聞いたス

ワードは手を打った 1867年 3 月 30 日 ， アメリカ

が720万ドルでアラスカを買うことで公式交渉が

設定された. その月が終わる前に条約はスワード

とロ シア公使デ・ストークルによって承認された.

1867年 4 月 9 日，上院は多くの賛成を得てこれを

批准した . 有力な共和党急進派でスワードの競合

者サムナー上院議員が， この時ばかりはスワード

を支持したことが大きかった . ロシアによ っ ても

批准された.それに関する宣言は 1867年 7 月 20 日

になされた. 購入金と名づけられた代金の充当は，

1868年 7 月 27 日に議会によってなされた 合衆国

による公式獲得は1868年 8 月となった 1867年 10

山田義信 ウィリアム・ H ・スワードと海洋帝国構想

月 18 日に公式に引渡しが成った.交渉時点の駐米

ロシア公使は， 条約を「その港，鉱山，材木，毛

皮，漁業資源は言い尽くせない価値があり，その

領域は多くの穀物の小麦さえ生産するであろう

しこれから頑強な白人の中心地となるであろう

し，我々の連邦に非常に巨大な地域を加えた輝か

しい業績である」と述べた (40)

獲得に失敗したデンマーク領カリブ諸島購入の

経緯は次のとおりである.アメリカが2500万ドル

で購入したのは1916年のことである.

1867年 10月 ， デンマークが750万ドルでその島

艇を手放すことに同意した. 1868年 l 月，譲渡は

島興の人々の殆ど全員に認められ， デンマーク両

院は譲渡を批准し， 1868年 6 月 30 日 ， 条約はコペ

ンハーゲンで署名された.スワードは経緯を見て

利害がからむ住民からの同意を得て諸外国を満足

させる時に至ったと捉えていたのだが，合衆国上

院が批准しなかったので全体の交渉は失敗した.

他に， スワードはハイチを合衆国に併合すること

も望んだ、 カリブ諸島に連邦政府の足場を獲得す

ることや， 戦時の防衛と平和時の商業利益に必要

であると考えたからである . スワードは同様な理

由でサント ・ ドミンゴの世界最良の港の 1 つサマ

ナ湾を購入することを望み ， 1868年早期に上院外

交関係委員会で提案したがこれも批准されなかっ

た彼は購入すると共に安定的維持を保証するこ

とを前向きに受け止めることが重要であると強く

提唱した (4 1)

大陸横断鉄道は南北戦争時の1862年に財政支援

と北部側ルートが認可され， 1869年に完成した

パナマ運河建設の計画は実現化に至らなかった

竣工したのは1914年のことである . 世界通貨統一

計画も水泡に帰した彼が心掛け計画し己の実績

になると踏んでも，実現できなかった目大陸間電

信網については成功したか失敗したかについて見

解が分かれるところであるが，成功したとする経

緯は次のとおりである.

1862年の「内陸電信」計画はスワードの注目を

喚起した 1864年 5 月 14日，彼は直ちに彼の見解
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を議会に提出した.大西洋のケープクリアとケー

プレイス聞の海底電信ケーブlレはしっかり捜査が

されていなかった.アメリカの北西部の州かブリ

ティッシュ・コロンピアと北アメリカのロシア領

と合衆国境界線を横切る准州の 1 つに幾つかの点

からベーリング海峡を横切り，そこから内陸ルー

トによってアムール川の口元に至り，そこからシ

ベリアのイルクーツクへ電信線を建設することを

スワードは議会に求めた.大西洋ケーブルの完成

をもってこれは地球を巡る回路を完全なものにし

た (42)

スワードが彼の計画を完遂するに至らなかった

原因は，彼の失敗に帰するものだけではない 全

体的に見て，多くの場合，彼自身の政治的熟達を

もってしでも克服できない問題があった. 彼の国

務長官第一期は周知の如く南北戦争中に当って連

邦の維持が最優先され，彼の最初の関心事である

外交業務については彼が期待した太平洋への進出

はできず，戦時外交に従事せねばならなくなった

スワードにとって内戦は無駄以外の何ものでもな

かった.彼は内戦を防ぐために， 1861年 4 月 1 日

の覚書， r大統領の考察を求める幾つかの考え

方J(43) でリンカン大統領に，スペイン，ロシア，

イギリス，フランスに対して挑戦するよう申し出

た この覚書は逸脱と見なされるが，スワード海

洋帝国構想に視点を置いて観察すれば筋が通って

いる.努力し失敗しながらも終戦と共に彼は遂に

彼の真に関心のある業務遂行を再開したその時，

ジョンソン大統領(Andrew Johnson) (44) と共和党

急進派の抗争に巻き込まれる羽目に陥り，何かに

つけて成功の見込みが薄れた.スワードは南部に

対するジョンソン大統領の寛大な政策(山岸，

1972, 235頁)の支持に回ったために囲内政策を

進めようとする大統領と同一視されたその結果，

議会から彼の外交的計画は敵対的監視を受けるこ

とになった.彼の秀で、た提案は派閥抗争で、広がっ

た疑惑と不信の雰囲気の中で必要な支持を得られ

ずに消滅した.

もっと大きな理由になるかも知れないが，アメ
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リカ人はその頃から孤立主義を標携し始め，冒険

をしようとしなくなっていた.内戦の苦痛を経験

して人々は穏やかな普通の生活に回帰したいと願

い，平和を求め国際競争などに注意を払わなく

なった 1877年，ヘイズ大統領 (Rutherford

Birchard Hayes) (45) による南部駐留軍の撤退に

よって再建は終わったとされる. しかし実質的に

は大いなる逸脱と呼ばれる結果となった米西戦争

で，旧南北両軍が協力して戦うまで国家統一の兆

しはなかったと考えるのが妥当である アメリカ

は 19世紀末に大政治が主唱されるまで，それぞれ

の政権は隣接地域に足場を固めたものの非隣接地

域に注意を向けずに放置した それはスワードに

しか見えないものがあったということでもある .

スワードが国務長官であった時代はアメリカの

外交政策に経済的基盤が未だ完全に行き渡ってい

なかったので，アメリカが国力において弱かった

ことも， もう l つの理由として挙げられる.鉄道

建設がブームとなり，産業資本・金融資本が驚く

べき成長を遂げ，巨大な生産性を誇るアメリカ産

業経済の全面的繁栄と製品の過剰生産の時代は未

だアメリカには到来していなかった. r総生産額

は 1860年に約 19億ドルであったが，その後10年間

に 2 倍， 20年間に 3 倍，そして 1890年までには 5

倍 (93億7200万ドル)に達したJ (46) 

辺境は消滅しつつあり， 1890年に現実に消滅し

たと宣言された (47) 内戦後の再建時代，アメリ

カの問題は未だ国の中だけにあった.一世代を過

ぎてアメリカの辺境はこれを越え，太平洋を越え

た先に広げられた . 1880年代にアーサー大統領に

よって近代アメリカ海軍が始動した.それは進化

し一応， 1890年代のハリソン大統領の時代に一

流の艦隊となった.

おわりに

スワードは帝国主義者というより明白なる天命

を継承する膨張主義者であったと見なされてき

た目モンロードクトリンを認識して，それまでの

膨張主義者は西半球を越えて彼らの膨張主義の見



解を広げるのは逸脱ではないかという先入観に捉

われていた.それでスワードを理解できなかった

のではないだろうか.アメリカが世界の指導固に

なることをアメリカの運命と捉えたスワードは非

隣接地域においてアメリカの権益を得たかった.

しかしスワードを広大な領土の獲得を図った

一般的な膨張主義者と捉えると矛盾が表出する.

1898年が転換点であれ極点であれ，その理由は，

スワードが国家の使命・運命として実際に太平洋

に進出するための基地と常設航路を設置するとい

う布石を打っていなかったら，アメリカの外交政

策は優位性を保って継続できなかったと思われる

からである 帝国主義であれ膨張主義であれ，彼

が行ったことはアメリカ伝統の膨張主義を継続さ

せることであった.それと共に非隣接地域に膨張

主義を広げた 1898年の転換点に至る時にアメリカ

帝国の実現が可能なように，その活動を止めな

かったことであると結論づけたい.

スワードはアメリカ史上， J' Q ・アダムズの

次に傑出した国務長官と評される (48) 彼の実績

の最初に，アメリカ外交政策の前途を見つめて必

要な布石を打ったことを置くべきではないだろう

か 大いなる逸脱と呼ばれた西半球を越えた非隣

接地域へのアメリカの進出は，この布石がなかっ

たなら覚束なかったことであろう.アメリカは最

後まで西半球を越えた膨張主義を逸脱と見なし，

北米大陸に居座るだけで満足し孤立主義に浸り

続けたかも知れない.人々が逸脱と考えるような

ことに対して早い段階からそれをアメリカの運命

と見なしていた点に，スワードの偉大さがあった

と評価してよいのではないだろうか
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Abstract: In March 11 , 1850, Secretary of State during the American Civil War, William Henry Seward 

said,“If endowed also with moral energies adequate to the achievement of great enterprise, and favored 

with a government adapted to their character and condition, must cornmand the empire of the seas, which 

alone is real emoire." From this phrase, his thoughts and policy is called under the name of 'the idea of吐le

empire ofthe seas' 

Americans had been concerned mainly with developing the continental boundaries in the N orth American 

area until 1853. Seward has 。食en been regarded as an expansion凶， whose 0句echve was unrestr叫ed

acquisitions of vast domains, in 白eNorth America. But it is misunderstanding. He was not a mercantilist 

but a free trader 

A丘er Spanish-Amercan W，訂 beginning in 1898, American foreign policy took a sudden and unclear turn 

which was even called a Great Aberration. Then America emerged as a world power with the interests in 

Asia far beyond the North Amerca. Since 1850 or previous years, Seward envisaged to aquire only a 

smal1 amount of new te汀Jtoη， or strategical1y significant advance bases, such as Alaska and Hawaii, 

located in the need of aid in American domination of sea 1anes. While Secretary, Seward animated to 

realize this vision that is to say American global commercial hegemony, especially in East Asia, 

particularly in China. 
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